
「食品アクセス確保のための地域協議会
（食品アクセス総合対策事業）」における取組み

”つながり“ と ”しあわせ“ を意識した 「食品アクセス確保」

令和７年度 ひょうごフードサポートネット連携体制推進会議

社会福祉法人 養父市社会福祉協議会



養父市の概要

養父市は、平成１６年４月１日、
兵庫県養父郡の八鹿町・養父町・大屋
町および関宮町の４町が合併して誕生
しました。
兵庫県北部の但馬地域の中央に位置
し、面積は422.91㎢で兵庫県の５％
但馬地域の19.8％を占めています。

人口 ２０，６３３人

世帯数 ８，９９７世帯

高齢化率 ４０．９１％

中学校区数 ４

小学校区数 ９

行政区数 １６２

令和７年８月31日現在

75歳以上人口 ４，９９３人
（後期高齢化率 24.20％）
一人暮らし 高齢者 2,196人
高齢夫婦のみ世帯 1,414世帯        

人口は減少しているが、
独居高齢者、高齢夫婦世帯は、増加している。



食品アクセス総合対策事業とは



３年間の目指す姿・到達目標

２０２４年度（10月以降）

・地域協議会の立ち上げと、

食品アクセスに関する調査を実施

・住民へ本事業の周知

２０２５年度

・部会運営等による 地域協議会の活性化

・食品アクセスに関する地域ニーズの明確化

２０２６年度

・地域協議会を核として、新たな買い物の支援、

移動支援の仕組みづくり

・生活困窮世帯への伴走支援確立

現在までは、調査と協議による、食に関する 「地域ニーズ明確化」と 「関係機関・住民での課題共有」に注力
（※今後、具体的な取組みをすすめていく）



第１回 食品アクセス確保のための地域協議会（令和７年２月21日）

委員には
地域住民関係者（区長、民生委員・児
童委員、地域自治組織関係者）
企業団体関係者（移動販売業者、生活
協同組合コープこうべ、たじま農業協同組
合、商工会）
学識経験者（子育て関係、医療福祉関
係NPO）
行政関係者（福祉、社会的処方、子育
て、公共交通関係各部署）

15名が就任

オブザーバーとして、近畿農政局の職員
4名も参加



第１回 食品アクセス確保のための地域協議会（令和７年２月21日）

後半は、
買い物困難者（物理的アクセス）部会
経済的困難者（経済的アクセス）部会
に分かれグループワーク形式で行う

「現状と課題」 「今後、この協議会で議
論・研究を深めたいこと」 をテーマに協議



グループワークで出された意見

買い物困難者（物理的アクセス）部会

・同居家族がいても、買い物に行けない（家族が買ってきてくれるが、自分では選べない）
・免許返納後の移動の問題
・買った物を自宅まで運ぶことが困難
・移動＝自家用車（自分で運転・家族に乗せてもらう）という考えが強く、タクシーやバス
に乗る文化が定着していない

・ネット販売へアクセスしやすい環境づくりが必要
・やぶくる（養父市版ライドシェア）デマンド交通の実証実験を行っているが、利用方法が
周知されていない

・自治協議会を会場にした、ふれあいカフェに
移動販売が来ている。
来場者は買い物とともに人との交流を楽しみ
にしている



グループワークで出された意見

経済的困難者（経済的アクセス）部会

・地域に経済的困難者がいても、個人情報の問題や、声をあげにくいなど、その実情の把握
は難しい

・児童相談では虐待案件も増加。その背景には生活困窮の問題が多い
・ヤングケアラーが１クラスに一人の統計
・農業従事者には人手不足問題がある。
経済的困難者との期間就労のマッチングができないか

・子ども食堂支援のきっかけはコミュニティの希薄化
子どもの安心安全とともに、地域での早期発見、
手助けへつなげたい

・農業を通じて、心も体も健康に。
人との関わりを持ってもらう取組みをすすめたい

「食品の確保ができる」 がゴールではなく、その先にある
「（食品アクセスを通じた）ひとりひとりの幸せ」がゴールでは。



調査活動 ①

物理的アクセス関連

 一人暮らし高齢者への買い物状況に関する調査

地域 実施時期 調査対象 調査数 食品調達
困難回答数

食品調達
困難割合

八鹿地域 令和7年５月 80歳以上 ２０７ １８ 8.7％

養父地域 令和7年３月 65歳以上要見守り １５８ ２２ 13.9％

大屋地域 令和7年７月 75歳以上 １３０ １２ 9.2％

関宮地域 令和6年12月 65歳以上 抽出 １６１ １０ 6.2％

ひとり暮らし高齢者の約1割が食品調達に困難感あり

計656世帯への訪問聞き取り調査を実施
（民生委員・児童委員、ボランティアの協力）

 市内山間部の高齢化進行地域（大屋町明延区）住民への、
買い物状況に関するヒアリング調査

回答16人（人口44人）中、14％困難感あり
（無人購買部設置へ向けた調査）



調査活動 ①

物理的アクセス関連

「自分では、ほとんど買い物をしない」
という人の割合が、34％（222人）

 一人暮らし高齢者への
買い物状況に関する調査
（調査票）



調査活動 ②

経済的アクセス関連

 生活福祉資金借受世帯・フードバンク利用世帯への実態調査
(ほっとかへんネットワーカーによる調査）

新型コロナウイルス特例貸付借受人 （54世帯）
令和6年度フードバンク利用者 （22世帯）へ
就業状況、経済状況、困りごとや不安なことを調査
 →郵送 or 2次元コード により回答していただく 回答者で希望する方には

食品等詰め合わせパック
「養父市どうぞ便」を提供
～食でつながる地域の絆～特例貸付借入者では、約半数が経済状況の改善があったとの回答

（食品アクセスに困難感を抱えている方の割合は2割） （回答率 37％）

反面、フードバンク利用者は、状況の改善は1割未満
（食品アクセスに困難感を抱えている方の割合は9割以上） （回答率59％）



調査活動 ③

住民全体への啓発、ささえあいの地域づくりをめざして

 養父市内の全行政区の自治会関係者を対象に
「地域の買い物問題について考えよう」 ワークショップを実施 (地区福祉委員会でのグループワーク）
※参加者：区長、民生委員・児童委員、民生児童協力委員、福祉委員ほか 145行政区から686人が参加



調査活動 ③

住民全体への啓発、ささえあいの地域づくりをめざして

 「地域の買い物問題について考えよう」ワークシート

問：あなたの区に “買い物” に困っている人はいますか？

→ いる 60行政区（41.4％）
→ いない  63行政区（43.4％）
→ わからない 14行政区（  9.7％）
→ その他  8行政区（ 5.5％）※今はなんとかできる、将来困る 等

「いない」 と 回答した区にも・・・

→ 本当にいないでしょうか？？
→ 今はいないけど、将来はわからない
→ 徒歩で店舗まで買い物に行っているけど、夏場などは大変そう
→ 買い物はできているけど、認知症の症状が出てきているよう…

なんとなく「困っていそう」を、→ 区内の関係者で意識化し、共有



調査活動 ③

住民全体への啓発、ささえあいの地域づくりをめざして

 「地域の買い物問題について考えよう」ワークシート

問：買い物困難対策として、取り組めること、あればいいな
と思うことを話し合ってください

→ 普段からの声掛けが大切
→ 近所の人がついでに買ってくる（買物代行の助け合い）
→ 区で買い物ツアーを企画する
→ 移動販売車に立ち寄ってもらうよう頼もう
→ コープこうべの個配の利用方法講習会
→ 高齢者優待乗車券、バスの乗り方を伝える
→ ネット通販の活用
→ 自治協に、農産物直売所、ミニミニコンビニを開設
→ （行政に）巡回バスを運行して欲しい

要望のほか、「自分たちでできること」についてたくさんのアイディアが。
そして一部は実際に形に…。 多くのたすけあいが行われている事も。



調査活動 ④

移動販売のルートに同行して取材

週1回だが、店舗のない山間地域等の
重要なインフラとなっている
移動販売の場が、ちょっとした集い場の役割も

しかし、（当然だが…）一定水準の需要がないと、
ルートには組み込みづらい、という面あり



第２回 食品アクセス確保のための地域協議会（令和７年９月17日）

各種、調査報告のあと、部会に分かれて
「新たな活動」について協議

買い物困難者（物理的アクセス）部会
・買い物支援情報を一覧にまとめる（行政)
・公共交通サービスの検討 （行政）
・「バスの乗り方教室」 （社協）
・ネットの買い物代行サービス  (自治協）
・農産物の地域内シェア、余った野菜の配付
・買い物行きたい同盟（グループ化）
・地区の場に参加したくなる仕掛けづくり

経済的困難者（経済的アクセス）部会
・こども食堂の拡充（全小学校区エリアで）
・宅食サービスの展開を
・フードバンクの収集場所の拡充
・フードバンク事業の周知、利用方法の改善
・農業体験、つくる喜び
・相談の心理的ハードルを下げる工夫が必要
・ふれあい食堂で地域のつながりを



第３回 食品アクセス確保のための地域協議会（令和７年12月23日）

長浜市社会福祉協議会の職員を
招き、
・移動販売を、さまざまな生活支
援、健康づくり、交流の場づくりと
リンクさせる取り組み

・フードバンクを活用した相談支援
について紹介してもらった

その後はもちろん、
部会でグループワーク実施
「できることを話し合う」



住民への本事業の周知①
市内全世帯へ配付（9,000部）

「食品アクセスプロジェクトだより」の発行



住民への本事業の周知② 養父市社協ホームページからリンク

ホームページの開設



住民への本事業の周知③ 約400人が参加。啓発カードを配布
あかはねちゃんも登場！

「やっぷー食の体験フェスタ」（青年会議所イベント）
で、フードバンクについてのブースを出展



現在、進行中の活動

明延プロジェクト 「小林たばこ総合会館」

（小林たばこ屋 コミュニティスペース再生事業）

高齢化率70％超 人口44人、最寄のスーパーまで車で20分の超山間小集落 明延区に食品買い物拠点を整備



現在、進行中の活動

明延プロジェクト 「小林たばこ総合会館」

（小林たばこ屋 コミュニティスペース再生事業）

高齢化率70％超 人口44人、最寄のスーパーまで車で20分の超山間小集落 明延区に食品買い物拠点を整備

毎週火曜日、開店 （明延購買部）
日用品、インスタント食品のほか、
地元農家の協力で、採れ立て有機野菜を販売



フードバンク・フードドライブ事業 ・ 企業のみなさんからの食品寄付

生活協同組合コープこうべ と協定
（令和元年7月～）

毎月1回、注文間違いなどにより返品
となった食料品を提供いただいていま
す

ファミマフードドライブ事業
（令和６年10月～）

市内にある２店舗に家庭の食品ロス
軽減のため寄付BOXを設置いただき
毎月一回受け取り

キコーナ（端玉のお菓子の寄付）
（令和７年11月～）

端玉（はだま）交換のお菓子の寄
付を集めて、ラッピングして（！）
届けていただいています

寄付いただいた食品は、生活困窮世帯や、子ども食堂、子育て支援NPOなどに配付しています。
※令和６年度 延べ89件 1,624品目を提供



フードバンク・フードドライブ事業 ・ 住民のみなさんからの食品寄付

市民のみなさまからの寄付
（善意銀行の物品預託）

市民、関係者のみなさんから、食品や野菜、米などが、たくさん寄せられます

里芋の寄付

寄付いただいた食品は、生活困窮世帯や、子ども食堂、子育て支援NPOなどに配付しています。
※令和６年度 延べ89件 1,624品目を提供

じゃがいもの寄付
たまねぎの寄付

（障がい者就労支援事業所より）

かぼすの寄付



取り組んでよかったこと・難しかったこと・今後に向けて

 地域協議会は関係者の関心が非常に高く、今後の
さまざまな議論・展開が期待できる。
→「買い物支援には、たくさんの実験、トライ＆エラー
を繰り返す必要がある」

→「面白そうなことがおきそう」 （委員の声）

 一人暮らし高齢者への調査は、これまでは、民生委
員・児童委員や市役所福祉部局への結果報告と共
有にとどまっていたが・・・
→協議会の場で、見える化できるデータとして活用
→地域（各行政区や地域自治組織）にも返していく

 生活福祉資金貸付では、貸付を行ったままで、その
後のフォローが十分でなかった
→調査により、現状の把握がすすんだ。
→「養父市どうぞ便」は、食料支援と再相談のきっか
けづくりに。

 生活困窮世帯への調査では、二次元コードの活用も
あり、当初の想定よりも回答数が伸びている
→しかし、半数以上は回答のない（音沙汰のない）

 世帯も存在する
→金銭面では「困っている」と回答があるが、食品  
パック受け取りは辞退されるケースも目立つ

「買い物難民」…これまでは抽象的な
捉え方
→食品アクセスに困難さを抱える方の
 実際の状況を意識

生活困窮者支援では、依然、状況把握や関係者間
での連携・共有に難しさがある
（同内容の調査は3割回答があれば高い方だ、と 
のデータも）

自分たちでも、できることを考える “つながり”がキーワード  食品確保の先にあるウェルビーイング



食の安心は、地域のつながりから

～ささえあいの輪を広げながら、誰もが暮らしやすい社会へ～

フードバンクに食品を届けてくれた家族

社会福祉法人養父市社会福祉協議会 2025/12/24

認知症カフェ「ここあん」

毎月1回、持ち寄った野
菜を使った、ボランティア
手作りの美味しいランチ
が好評です


	スライド 1: 「食品アクセス確保のための地域協議会 　　　　　　　　　　（食品アクセス総合対策事業）」における取組み 　”つながり“ と ”しあわせ“ を意識した 「食品アクセス確保」
	スライド 2: 養父市の概要
	スライド 3: 食品アクセス総合対策事業とは
	スライド 4: ３年間の目指す姿・到達目標
	スライド 5: 第１回 食品アクセス確保のための地域協議会（令和７年２月21日）
	スライド 6: 第１回 食品アクセス確保のための地域協議会（令和７年２月21日）
	スライド 7: グループワークで出された意見
	スライド 8: グループワークで出された意見
	スライド 9: 調査活動　①　
	スライド 10: 調査活動　①　
	スライド 11: 調査活動　②
	スライド 12: 調査活動　③
	スライド 13: 調査活動　③
	スライド 14: 調査活動　③
	スライド 15: 調査活動　④
	スライド 16: 第２回 食品アクセス確保のための地域協議会（令和７年９月17日）
	スライド 17: 第３回 食品アクセス確保のための地域協議会（令和７年12月23日）
	スライド 18: 住民への本事業の周知①
	スライド 19: 住民への本事業の周知②
	スライド 20: 住民への本事業の周知③
	スライド 21: 現在、進行中の活動
	スライド 22: 現在、進行中の活動
	スライド 23: フードバンク・フードドライブ事業 ・ 企業のみなさんからの食品寄付
	スライド 24: フードバンク・フードドライブ事業 ・ 住民のみなさんからの食品寄付
	スライド 25: 取り組んでよかったこと・難しかったこと・今後に向けて
	スライド 26

